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１． ものづくりを通して、 社会の発展に寄与します。
２． 確かな技術と情熱で、 お客様満足を追求します。
３． 新たな価値を創造し、 豊かな未来を実現します。

安藤ハザマは、ものづくりを通じて
社会・お客様の発展に寄与することを目的する総合建設会社です。

安藤ハザマ 企業理念

安藤ハザマは、我が国のエネルギー問題を解決する一助となるべくを強力に推し進めます
安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト

１．本プロジェクトの背景

~CN（Carbon Neutral）GX（Green Transformation）の流れ～
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離れた敷地にある複数の遠隔建物（事業所）全体の
エネルギーを統合・最適化することで、新たな広域的省CO2化を図ることです。

３つの省CO2技術（分散型電源、エネルギー融通、省エネルギー）を統合した
新たな統合エネルギーマネジメントシステムを構築

２．本プロジェクトの目的とコンセプト

第２フェーズ

第１フェーズ

新たにP2GによるCO2フリー水素製造システムを構築
第１フェーズの水素利用可能コージェネレーションの「燃料」として供給

来るべき水素社会における分散型エネルギーシステムの在り方の先導を目指す

安藤ハザマ
次世代エネルギー
プロジェクト エネルギー融通

広域電力グリッドの利活用による
需要統合エネルギーマネジメント

システムの構築

供給サイド
水素利用可能な
省CO2分散型

エネルギーシステムの構築

需要サイド
既往技術と建物運用マネジメントを
融合した省エネ・省CO2技術の実践

来るべき水素社会に備えた
分散型エネルギーシステム

CO2フリー水素製造・供給システム（P2G）
水素社会における分散型エネルギーシステムの先導を目指した

CO2フリー水素の自家製造

第２フェーズ

第１フェーズ
2020年4月本格運用開始
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４．プロジェクト全体の概要

CO2フリー水素製造・供給システムは、
第１フェーズで整備した水素・窒素高圧カードルを撤去し、そのスペースに新設

安藤ハザマ 千葉工場
（千葉県千葉市）

大型土木工事現場（東京都内）
（東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ管内）

風洞・サービス棟
(電気室)

創造実証棟 構造・振動棟

コンクリート・
建設機械棟

音響・電波棟

電気

電気

再エネ
電気

電気

電気

電気 熱

熱

・水素混合・切替可能燃料電池
・水素混焼可能ガスエンジン発電設備
・大容量ナトリウム硫黄電池（NAS蓄電池）

【既存】次世代型省CO2
コージェネレーションプラント

本館棟

・排熱利用先②（空調機）
・排熱利用先③（厨房給湯）

【既存】
・外皮高断熱、窓複層化
・センサー連動DALI制御LED照明
・全熱交換器CO2制御
・IoTサーバー

研修宿泊棟
（TTCつくば）

【既存】
・排熱利用先①（浴槽給湯）

広域電力グリッド

安藤ハザマ 技術研究所
（茨城県つくば市）

電気

・需要予測・発電管理システム

自己託送

排熱融通
ポンプ類

大容量
NAS電池

水素・窒素
高圧カードル置場

CO2フリー水素
製造・供給システム（P2G）

新設撤去

【既存】

【既存】

【電力融通運用中】【電力融通運用中】

再エネ
電気

再エネ
電気

再エネ
電気

太陽光
パネル

太陽光パネル
太陽光
パネル

太陽光パネル出力合計
368kW

太陽光パネル

東京都

千葉県

安藤ハザマ
技術研究所 自己託送

埼玉県 電気

自己託送
電気

水素混合
/切替可能
固体酸化物形
燃料電池
(SOFC)

水素
混焼可能

ガスエンジン
発電設備

第２フェーズ
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24
時間/日

360
日/年

コジェネ
非同時供給
連続運転

燃料電池

ガスエンジン

創造実証棟 水素混合約7.5％

水素混合約3.0％

水素
貯蔵

1 Nm3/h

5 Nm3/h

水素製造
国産

水素製造
海外製

既存

既存

既存

新設

新設

新設

低圧
都市
ガス

太陽光パネル
368 kW

コンクリート・建設機械棟 研修宿泊棟

風洞・サービス棟

既存

既存 既存

CO2フリー水素
製造・供給システム（P2G）

【既存】次世代型省CO2
コージェネレーションプラント

【既存】
太陽光発電システム

第２フェーズ 第１フェーズ

（体積比）

（体積比）

５．導入する省CO2技術：ＣＯ２フリー水素製造・供給システムの構築

 既存太陽光発電システムを電源として、水電解装置でCO2フリー水素の製造・供給
 水電解装置は、AEM型（海外製）とPEM型（日本製）を設置
 水電解装置は、24時間年間常時稼働（点検停止を除く）
※水素製造装置の能力は、この年間発電量を総量を上限とし、年平均電力供給量により決定

 既存水素利用可能コジェネは、得られた水素と既存都市ガスを混合させた燃料で運用

両機の運用を通じて得られた結果（運用安定性、水素変換効率など）は広く社会に提示
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６．【課題１】 街区や複数建築物におけるエネルギー融通、まちづくりとしての取り組み

第２フェーズにおけるCO2フリー水素の製造・供給システムにより、
既存（第１フェーズ）広域的省CO2エネマネシステムを利用し、更なる省CO2を目指す

  技術研究所内（計21棟）へ
水素利用コジェネによる省CO2エネルギー（電力・排熱）面的融通利用

  自己託送制度を利用し、弊社千葉工場及び、大型土木工事現場へ省CO2電力融通
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７．【課題３】 非常時のエネルギー自立と省ＣＯ２の実現を両立する取り組み

  平常時は、広域的省CO2エネマネシステムで、遠隔建物を含めエネルギーの面的融通
  非常時は、既存の宿泊研修棟を活用し地域の帰宅困難者や避難者などの受入し
省CO2によるBCP強化を行う。
• 系統電力・都市ガス途絶時、及び都市ガス途絶時は、
既存設備（太陽光発電とＮＡＳ蓄電池）により、電力供給を行います。
• 系統電力のみ途絶時（都市ガス復旧時）は、
平常時同様に都市ガスとCO2フリー水素を燃料とした水素利用可能コジェネにより、電力及び熱供給を行います。

 

系統電源電力

太陽光発電
（368kW）

○

水素利用可能コジェネ
・燃料電池210kW
・ガスエンジン550kW

NAS蓄電池
(800kW[4,800kWh])

追
加
的
設
備

○
○
○
○

×

○
○

○
○

○
○
○
○

水素混合
運転

CO2フリー水素
製造・供給システム

水素混合
運転

× ×
× ×

×

追加的設備による
省CO2化 ● × × ●

系統電力途絶時
（都市ガス復旧）

都市ガス途絶時
（系統電力復旧）

系統電力・都市ガス
途絶時平常時

既存設備を含めた
省CO2化 ● ●● ●

水素混合
運転

水素混合
運転

太陽光
発電

太陽光
発電

水素混合
運転

水素混合
運転

○

多種のエネルギー源を組合せたレジリエントな分散型エネルギーシステムによる
BCP性能の向上と平常時及び非常時の省CO2化を目指します。
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調整電源

水素の発電利用により
３つの省CO2技術による統合エネルギーマネジメントシステムと利活用することで

広域（オンサイト+オフサイト）全体の省CO2化を目指します。

ネガワットとしての省エネルギー

広域電力グリッドの利活用による
統合エネルギー（融通）
マネジメントシステムの構築

【供給サイド】
水素等の利用を見据えた

省CO2分散型エネルギーシステム
の構築（導入）

【需要サイド】
（省エネルギーに関する）

既往技術と建物運用マネジメントを
融合した（徹底した）
省CO2技術の実践

広域的な省CO2化

８．まとめ

オフサイトを含めた省エネルギー

ＢＣＰ対応

自己託送による電力融通

同時同量の供給調整

省CO2エネルギー供給

分散化電源

コンセプト 手段 目的（効果）

安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト

【燃料供給】
CO2フリー水素製造・供給システム

（P2G） 水素利用による電・熱供給

第２
フェーズ

第１
フェーズ
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「サステナビリティレポート2023」は
当社HPの「コーポレートレポート等」に掲載して
おりますので、是非ご覧ください。
https://www.ad-hzm.co.jp/sustainability/report_2023/

私たち安藤ハザマは

サステナブルな社会の実現に

貢献してまいります
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